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HMSW ニ ー滝 ∑ laL ah H･小 人∑ la!ar] (12)∬I〝 ど
である｡ただし【4】と異なり､fermionsistemと比較するために､i;eeboundaryでなおかつ､all
orderのHeiSenbergHamiltonianを評価しなければならない｡そのため､平面波の変わりに､
fk(x)-孟 sin(klXl)sin(k232) (13)
で展開する｡また､ここではHolstein-PrimakofFbosonを用いるが､ ト a£acをa£ar-0-space
-のprojectionoperatorと思って､喜展開によらず計算する｡ magnetizationを出さないために
totalS3-0の条件のもとでつくったHMSWのstateで､HAFHを評価してやるOしかし､HMSW
のstateはHAFHの定義域に入っておらず変分原理は満たしていないoそのため結果は､厳密解に
比べ 176%になった｡
以上4*4freeboundaryの結果をまとめると､
Tenergy/bond 1.Slngpart
･.EXact 0.3829 0.1276
FMFT.- 0.3577 0.1562
BMf'T- 0.6751 0.5141
この仕事は､まだ始まったばかりで､prQjectionopratorを入れ､変分原理を満たすようにして
BMFTを評価すること､有限温度の時のmagnetizationの評価､大きなsizeでの計算､など多く
の課題が残されており､現在解析中である｡
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